
マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.40
％
で
１
千
万
ま
で
（
１
月
28
日
現
在
）。
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…http://w

w
w
.narashino-cci.or.jp

Ｅ
メ
ー
ル
…key21@

narashino-cci.or.jp
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５面　あじさい共催特別企画、会議事業予定、
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６面　あの店この工場、誌上セミナー
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本
年
は
、
習
志
野
市
が
昭
和

29
年
８
月
１
日
に
千
葉
市
か
ら
実

籾
・
長
作
・
屋
敷
台
新
田
の
一
部
・

東
習
志
野
地
区
を
編
入
し
、
人
口

３
０
２
０
４
人
を
も
っ
て
千
葉
県

下
16
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
て

か
ら
、
50
年
と
い
う
輝
か
し
い
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に

あ
た
る
賀
詞
交
歓
会
は
、「
音
楽

と
写
真
で
振
り
返
る
50
年
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
習
志
野
市
が

誕
生
し
た
昭
和
29
年
か
ら
今
日
ま

で
の
数
々
の
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲

（
演
奏
「
小
針
寛
史
ｄ
ｓ
カ
ル
テ

ッ
ト
」）
を
聴
き
な
が
ら
、
ま
た

会
場
内
に
多
数
展
示
さ
れ
た
昔
の

街
並
み
を
写
し
た
パ
ネ
ル
写
真
や
、

習
志
野
高
校
野
球
部
の
甲
子
園
大

会
優
勝
旗
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
な

が
ら
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々

は
、
そ
の
当
時
の
世
相
や
出
来
事

を
振
り
返
り
、
そ
の
時
代
を
懐
し

む
と
と
も
に
数
々
の
思
い
出
を
互

い
に
語
り
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

習
志
野
市
が
市
制
を
施
行
し
、
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
に
あ
た
る
新
春
賀
詞
交
歓
会
（
当
所
が
企
画
を
担
当
）

が
、
１
月
９
日
㈮
に
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
イ
エ
）
に
て
開

催
さ
れ
、
総
勢
588
名
の
市
内
各
界
各
層
の
関
係
者
及
び
市
民
の

方
々
が
集
い
ま
し
た
。

音
楽
と
写
真
で
振
り
返
る
50
年

 

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
輝
か
し
い
時
代
を
創
造
す
る
出
発
点
〜

講師の植山周一郎氏（うえやま しゅういちろう）

国際経営コンサルタント・作家・翻訳家
主な著書に「パストラル」「ソニー海外ビジネス最前線」「サ
ラリーマン金太郎勝利学」など、翻訳書に「マンビジネス」「巨
大銀行の崩壊」「ヴァージン」など。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
習
志
野
市

が
誕
生
し
た
昭
和
29
年
に
大
ヒ
ッ

ト
し
た
「
高
原
列
車
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
続
き
、
主
催
３
団
体
の
代

表
（
荒
木
市
長
、
白
井
会
頭
、
宮

島
社
協
会
長
）
が
順
番
に
、
こ
れ

ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
習

志
野
市
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た

先
人
達
へ
の
感
謝
の
意
と
あ
わ
せ

て
、
こ
の
節
目
の
年
を
未
来
に
向

け
た
輝
か
し
い
時
代
を
創
造
す
る

出
発
点
と
と
ら
え
、
活
力
あ
る
豊

か
な
街
づ
く
り
の
実
現
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

日　時＝平成 16年３月９日㈫　午後 5時 30分開演～午後７時（開場午後 5時）
場　所＝習志野商工会議所４階大会議室　※車でのご来場はご遠慮ください
テーマ＝「サッチャリズムが国を元気にし、ヴァージン魂が個人を元気にする！」
講　師＝植山周一郎氏
参加料＝無料
定　員＝ 100 名
申込・問合せ＝住所、事業所名、氏名を明記し、郵送・FAX、
メールにて習志野商工会議所中小企業支援室　斉藤まで
　☎ (452)6700　メール：saitou@narashino-cci.or.jp

時代の流れを読み取る！
　経済講演会を開催します

 

★
習
志
野
市
の
栄
光
と

           

足
跡
を
た
ど
り
…

　私たちは今、会員・地域から親しまれ、信頼される商工会議所を目
指しています。また商工会議所の事業を広く知っていただき、習志野
市の発展へ貢献していく事業の基礎・基盤を固めていき、一人でも多
くの商工業者の皆様にご理解をいただけるよう努力していきます。引
き続き、力強い商工会議所づくりにご支援下さい。

★入会資格
　習志野市内で６ヶ月以上継続して事業を営み、かつ事業所を有して
いる商工業者であれば、規模の大小・業種にかかわらず入会資格があ
ります。なお、習志野市内に事業所を有しない商工業者であっても特
別会員として入会できます。（会費月々 1,000 円～）

◆ 電話 1本で活力と安心をお届けいたします！◆
経営全般のご相談：専門のスタッフが最新の情報をもってご相談に
応じます。

経営支援のアドバイス：専門家の派遣、商工習志野会員事業所PR
社員能力の向上：研修会・講習会、各種ビジネス検定の実施、福利厚生

　事業の実施：各種保険や健康診断など割引料金で受けられます
ビジネスチャンス：会員交流や事業別部会等の交流事業、青年経営
者や女性経営者の活躍の場として青年部・女性会を設置

金融の相談、斡旋：県・市融資制度の相談・紹介・斡旋、低利で無
担保無保証人の「マル経融資」の取り扱い

　貸し IT教室・貸し会議室：会議室・研修室・IT ルーム他（会員割引有）

　問合せ　習志野商工会議所経営室　☎ 452-6700

新会員さんご紹介下さい!！
会員増強キャンペーン実施中

588 名の来場者が市制 50 年の新年を祝いました

 

★
新
た
な
出
発
点

            

〜
３
者
の
誓
い

皆が集い・学ぶ
情報発信基地！



商 工 習 志 野 第２０３号（２）平成１６年２月１０日発行

　
「
研
究
・
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
技
術
相
談
、
委

託
研
究
な
ど
に
い
ち
早
く
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
、
近
隣
の

工
業
系
企
業
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
日
本

大
学
生
産
工
学
部
。

　

今
回
は
機
械
工
学
科 

時
末
研
究
室
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

★
時
末
研
究
室
の
現
在
の
研
究

　

研
究
室
で
は
、
軽
金
属
材
料
と

し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
お
よ
び
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
を
対
象
に
、
摩
擦
圧
接
、
摩

擦
撹
拌
接
合
（F

riction S
tir 

W
elding

：
Ｆ
Ｓ
Ｗ
）
に
よ
る
同

種
材
料
、
異
種
材
料
の
接
合
、
摩
擦

肉
盛
に
よ
る
表
面
改
質
お
よ
び
そ

の
応
用
に
よ
る
機
能
性
材
料
の
創

製
、
旋
削
、
穴
あ
け
の
切
削
機
構
の

解
明
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
述
し

ま
す
。　

★
摩
擦
圧
接
に
関
す
る
研
究

　

摩
擦
圧
接
は
、
接
合
す
る
素
材
の

一
方
を
回
転
し
、
こ
れ
に
も
う
一
方

を
固
定
し
て
接
触
さ
せ
、
両
者
の
相

対
運
動
（
主
と
し
て
回
転
運
動
）
に

よ
っ
て
発
生
す
る
摩
擦
熱
を
有
効

に
利
用
し
て
接
合
す
る
方
法
で
あ

り
、
機
械
工
業
で
最
も
嫌
わ
れ
る
焼

き
付
き
現
象
を
有
効
に
利
用
す
る

方
法
で
す
。
摩
擦
圧
接
は
被
接
合
材

を
溶
か
さ
な
い
で
固
相
状
態
で
接

合
を
行
う
の
で
、
融
接
で
は
困
難
と

さ
れ
て
い
る
異
種
材
料
を
組
合
せ

た
接
合
が
容
易
に
行
え
ま
す
。
摩
擦

圧
接
は
、
素
材
の
一
方
が
円
形
断
面

部
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
欠
点
は
あ
り
ま
す
が
、
工
程
が
簡

単
で
作
業
に
熟
練
を
要
し
な
い
、
自

動
化
が
容
易
な
た
め
に
再
現
性
が

高
い
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
発
生
し

な
い
の
で
ラ
イ
ン
に
組
込
め
る
、
異

種
材
料
の
接
合
が
容
易
で
あ
る
な

ど
、
多
く
の
利
点
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
生
か
し
て
、

自
動
車
、
鉄
道
車
両
、
産
業
機
械
、

電
気
機
器
な
ど
の
産
業
分
野
で
の

適
用
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
題

目
（
加
藤
数
良
教
授
と
の
共
同
研
究

で
す
）
〜

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
位
相
制
御

摩
擦
圧
接
に
関
す
る
研
究

・
軽
金
属
材
料
摩
擦
圧
接
継
手
の
環

境
強
度
に
関
す
る
研
究

・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
ス
タ
ッ
ド

摩
擦
圧
接
に
関
す
る
研
究

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
／
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
合
金
の
異
材
摩
擦
圧
接
に
関

す
る
研
究

★
摩
擦
撹
拌
接
合
に
関
す
る
研
究

　

１
９
９
１
年
に
英
国
溶
接
研
究

所(T
he W

elding Institute

：

T
W
I)

で
開
発
さ
れ
た
摩
擦
撹
拌

接
合
は
、
固
相
状
態
で
接
合
を
行

う
の
で
、
ア
ー
ク
溶
接
、
レ
ー
ザ
溶

接
に
比
べ
て
ひ
ず
み
が
極
め
て
小

さ
く
、
接
合
後
の
修
正
作
業
が
不
要

で
、
品
質
の
向
上
や
コ
ス
ト
低
減
に

大
き
な
効
果
が
あ
り
、
板
材
の
長
手

突
合
せ
接
合
に
適
す
る
こ
と
か
ら
、

鉄
道
車
両
、
船
舶
、
航
空
機
、
自
動

車
へ
の
適
用
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
接
合
機
構
、

特
に
回
転
ツ
ー
ル
の
形
状
お
よ
び

接
合
条
件
と
継
手
強
度
関
係
は
特

許
な
ど
の
絡
み
か
ら
ほ
と
ん
ど
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

見
地
か
ら
、
当
研
究
室
で
はF

S
W

継
手
の
組
織
や
機
械
的
性
質
と
組
合

せ
る
素
材
、
ツ
ー
ル
形
状
お
よ
び
接

合
条
件
と
の
関
係
、
接
合
機
構
の
解

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
題

目
（
加
藤
数
良
教
授
と
の
共
同
研
究

で
す
）
〜

・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
摩
擦
撹
拌

接
合
に
関
す
る
研
究

・
異
種
軽
金
属
材
料
の
摩
擦
撹
拌
接

合
に
関
す
る
研
究

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
／
銅
合
金
摩

擦
撹
拌
接
合
に
関
す
る
研
究　

・
摩
擦
撹
拌
接
合
の
補
修
接
合
へ
の

適
用
研
究

★
摩
擦
肉
盛
に
関
す
る
研
究

  

摩
擦
肉
盛
は
、
摩
擦
圧
接
と
同
様

に
基
材
と
回
転
す
る
肉
盛
金
属
間

に
発
生
す
る
摩
擦
熱
を
有
効
に
利

用
し
、
基
材
の
表
面
に
肉
盛
金
属
を

肉
盛
す
る
表
面
改
質
技
術
で
す
。
こ

の
手
法
は
、
基
材
を
溶
融
さ
せ
ず
、

希
釈
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
高
速
成
膜

が
可
能
で
あ
り
、
肉
盛
層
の
金
属
組

織
の
微
細
化
、
基
材
の
熱
影
響
部
を

最
小
に
で
き
る
な
ど
の
優
れ
た
特

徴
を
有
し
て
い
ま
す
。 

当
研
究
室
で

は
、
５
０
５
２
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

を
基
材
に
用
い
、
こ
れ
に
高
強
度
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
（
例
え
ば
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
）
を
摩
擦
肉
盛
し
て
得
ら
れ

た
肉
盛
材
の
諸
特
性
と
肉
盛
条
件

の
関
係
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
、
銅
合

金
を
組
合
せ
た
摩
擦
肉
盛
材
の
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
摩
擦

肉
盛
材
を
圧
延
に
よ
っ
て
積
層
板

を
作
製
し
、
そ
の
機
械
的
性
質
、
成

形
性
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
題
目
〜

・
摩
擦
肉
盛
と
圧
延
に
よ
る
機
能
性

材
料
の
創
製
に
関
す
る
研
究

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
摩
擦
肉
盛
材

の
摩
耗
特
性
に
関
す
る
研
究

・
摩
擦
肉
盛
に
よ
っ
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
積
層
板
の
成
形
性
に
関
す

る
研
究

・
摩
擦
肉
盛
を
応
用
し
た
環
状
表
面

硬
化
法
の
開
発
研
究

★
切
削
に
関
す
る
研
究

　

地
球
環
境
に
優
し
い
軽
金
属
材

料
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
加
の
一

途
に
あ
り
ま
す
。
特
に
比
強
度
、
比

剛
性
の
高
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金

は
携
帯
型
電
子
機
器
の
筐
体
、
自
動

車
部
品
な
ど
へ
の
利
用
が
活
発
化

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状

に
鑑
み
、
当
研
究
室
で
は
、
Ｎ
Ｃ
旋

盤
、
高
速
精
密
旋
盤
、
全
自
動
ボ
ー

ル
盤
な
ど
を
用
い
て
各
種
の
切
削

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
題
目
〜

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
精
密
切
削

に
関
す
る
研
究

・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
精
密
切
削

に
関
す
る
研
究

・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
ダ
イ
カ
ス
ト

の
タ
ッ
プ
被
削
性
に
関
す
る
研
究

時末　光（トキスエ　ヒロシ）

1961 年３月 日本大学工学部工業経営学科機械専攻卒業
1982 年６月 日本大学工学博士
　　　　　　（Al-Si 系合金溶湯鍛造材に関する研究）
1984 年１月 日本大学教授
2000 年４月 日本大学生産工学部 研究・技術交流センター長

〈担当科目〉
学　部：設計工学Ⅰ及び演習，設計工学Ⅱ，基礎製図，製作実習
大学院：切削工学特講

〈特　　許〉
　アルミニウム積層板又はアルミニウム合金積層板，並び
にアルミニウム積層板又はアルミニウム合金積層板の作成
方法（特開：2003-311315）

★習志野商工会議所会員の皆様へ★

　現在，生産工学部の産学交流の窓口である「研究・技術交流センター」を担当しております。
技術相談，委託研究など気軽にご相談ください。内容をお聞きし学部内の適任者をご紹介します。
ご連絡は、メール、ファクシミリ、電話でお願い致します。大学の敷居は決して高くありません。

～研究・大学に関する問合せ～
　日本大学生産工学部機械工学科　時末研究室
　住　所：275-8575　千葉県習志野市泉町１丁目２番１号
　電　話：０４７－４７４－２３３２　F A X：０４７－４７４－２３４９
　E-mail：tokisue@cit.nihon-u.ac.jp　　U R L：www.me.cit.nihon-u.ac.jp

産
学
官
特
集

  
物
づ
く
り
の
交
流
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
生
産
工
学
部

▲ＦＳＷ機

▲摩擦圧接継手

日　

時
：
２
月
24
日
㈫　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会　

場
：
習
志
野
商
工
会
議
所
４
階　

大
会
議
室

定　

員
：
130
名

主　

催
：
習
志
野
市
・
習
志
野
商
工
会
議
所

問
合
せ
：
習
志
野
市
役
所　

商
工
振
興
課

　
　
　
　

☎
（
４
５
１
） 

７
７
５
５

産
業
活
性
化
講
演
会

　

今
問
わ
れ
る
産
学
官
連
携
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
時
末 

光
（
ト
キ
ス
エ 

ヒ
ロ
シ
）

入場無料
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１
・
共
済
金
等
の
額
の
変
更

①
共
済
金
額
規
定
の
政
令
事
項
化

現
在
、
小
規
模
企
業
共
済
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
共
済
金
額
等
に
つ

い
て
、
資
産
運
用
環
境
の
変
化
に

則
応
で
き
る
よ
う
・
政
令
で
規
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
共
済
金
の
額
の
変
更
（
平
成
16

年
４
月
か
ら
）

今
回
の
改
正
で
は
、
共
済
制
度
の

長
期
的
な
安
定
性
を
確
保
す
る
た

め
、
予
定
利
率
が
変
更
（
現
行
2.5

％
か
ら
１
％
へ)

さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
基
本
共
済
金
の
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
法
施
行
日
前
（
平

成
16
年
３
月
以
前
）
か
ら
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
場
合
、改
正
前（
平

成
16
年
３
月
以
前
）
の
期
間
分
に

つ
い
て
は
、
旧
制
度
下
で
の
共
済

金
の
額
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

③
準
共
済
金
の
額
の
（
平
成
16
年

４
月
か
ら
）
準
共
済
金
額
に
つ
い

て
も
、
基
本
的
に
「
②
共
済
金
の

額
の
変
更
」
と
同
様
の
取
扱
い
と

な
り
ま
す
。

基
本
準
共
済
金
は
改
正
後
の
基
本

Ｂ
共
済
金
の
91
％
相
当
額
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。（
な
お
、
下
記

相
当
額
が
、「
改
正
前
の
基
本
Ｂ

共
済
金
の
80
％
相
当
額
」
を
上
回

会議室使用料
区分 大会議室 中会議室 小会議室 特別会議室 ITルーム
会員 6,000 円 2,000 円 400 円 5,000 円 1,600 円
一般 7,800 円 2,600 円 500 円 6,500 円 2,000 円

備品使用料（消耗品実費）
区　分 金額（１台１h） 区　分 金額（１台１h）

パソコン 100 円 放送設備 1,000 円
マルチメディアクロジェクター 1,000 円 ホワイトボード 1,000 円

問合せ
習志野商工会議所経営室

☎（452）6700

商工会議所会議室使用料のご案内

申込方法等
使用可能時間
　午前９時～午後 10 時
休 館 日
　年末年始
申込方法
　所定の申請書を提出
（使用の６ヵ月前から受付）

　

平
成
15
年
６
月
18
日
に
「
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
改
正
内
容
を

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
小
企
業
総
合

事
業
団　

☎
０
３
（
３
４
３
３
）
７
１
７
１
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

る
場
含
は
、
当
該
「
改
正
前
の
基

本
Ｂ
共
済
金
の
80
％
相
当
額
」
と

な
り
ま
す
）

た
だ
し
、
付
加
準
共
済
金
お
よ
び

改
正
前
期
間
保
証
部
分
を
加
え
た

合
計
額
が
そ
の
掛
金
区
分
に
係
る

掛
金
合
計
額
を
下
回
る
場
合
は
、

そ
の
掛
金
合
計
額
が
そ
の
掛
金
区

分
に
係
る
準
共
済
金
額
と
な
り
ま

す
。

④
解
約
手
当
金
の
額
の
変
更
（
平

成
16
年
４
月
か
ら
）
自
己
都
合
で

解
約
し
た
場
合
な
ど
に
支
給
さ
れ

る
解
約
手
当
金
は
、
掛
金
合
計
額

に
対
し
て
一
定
の
割
合
を
乗
じ
て

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
割
合
が

次
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
注
１　

240
月
ま
で
は
、
現
行
通

り
の
支
給
割
合
と
な
り
ま
す
。

※
注
２　

240
月
以
降
は
、
６
ヶ
月

経
過
す
る
ご
と
に
支
給
割
舎
が
0.25

％
ず
つ
上
が
り
ま
す
。

※
注
３　

480
月
以
降
は
、
11O
％
に
、

480
月
を
超
え
る
と
６
ヶ
月
毎
に
0.25

％
ず
つ
加
え
た
割
合
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
120
％
を
上
限
と
し
ま
す
）

た
だ
し
、
新
法
施
行
日
前
（
平
成

16
年
３
月
以
前
）
か
ら
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
場
合
、
平
成
16
年
４

月
以
降
の
掛
金
納
付
済
期
間
分
に

つ
い
て
は
改
正
後
の
支
給
割
合
が

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
16
年
３

月
以
前
の
掛
金
納
付
済
期
間
分
に

つ
い
て
は
旧
制
度
下
の
支
給
割
合

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
平
成
16
年
３
月
31
日
ま

で
に
共
済
（
解
約
）
事
由
が
発
生

し
た
場
含
は
、
現
行
制
度
に
基
づ

き
共
済
金
（
解
約
手
当
金
）
が
計

算
さ
れ
ま
す
。

２
・
分
割
共
済
金
の
支
給
率
の
変

更
（
平
成
16
年
４
月
か
ら
）

平
成
16
年
４
月
以
降
に
共
済
金
の

分
割
支
給
の
請
求
を
す
る
場
合
は
、

分
割
で
受
け
取
る
場
合
の
１
回

あ
た
り
の
分
割
共
済
金
額
（
年
４

回
、
３
ヶ
月
ご
と
に
支
給
さ
れ
る

額
）
を
算
定
す
る
た
め
の
率
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

【
改
正
後
の
率
】
※
α
は
経
済
産

業
大
臣
の
定
め
る
率
で
、
平
成
15

年
度
中
に
定
め
ら
れ
ま
す
。

分
割
支
給
期
間
10
年
の
場
合
：
分

割
共
済
金
の
額=
共
済
金
の
額
×

（
０.

０
２
６
３+

α
）

分
割
支
給
期
間
15
年
の
場
合
：
分

割
共
済
金
の
額=

共
済
金
の
額
×

（
０.

０
１
８
０+

α
）

た
だ
し
、
平
成
16
年
３
月
31
日
以

前
に
分
割
支
給
の
請
求
を
し
た
場

合
は
、
現
行
の
支
給
率
（
10
年
の

場
合
０.

０
２
８
３
、
15
年
の
場

合
０.

２
０
０
０
）
が
適
用
さ
れ

制
度
改
正
の
内
容
に
つ
い
て

ま
す
。

３
・
契
約
者
貸
付
制
度
の
創
設
・

拡
充（
平
成
16
年
４
月
か
ら
実
施
）

①
緊
急
経
営
安
定
貸
付
制
度
（
仮

賞
）
の
新
設

経
済
環
境
の
変
化
等
に
起
因
し
た

一
時
的
な
業
況
悪
化
に
よ
り
、
資

金
繰
り
に
著
し
い
支
障
を
き
た
し

て
い
る
共
済
契
約
者
の
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
資

金
を
、
納
付
済
掛
金
総
額
の
範
囲

内
で
貸
し
付
け
る
制
度
が
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
す
。

②
既
存
貸
付
制
度
の
拡
充

・
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
。（
一

般
貸
付
制
度
：
現
行
700
万
円⇒

１
０
０
０
万
円
程
度
等
）

・
傷
病
災
害
時
貸
付
け
の
貸
付
要

件
の
緩
和
。

③
全
て
の
貸
付
制
度
の
貸

付
利
率
の
引
き
上
げ

・
一
般
貸
付
制
度
の
貸
付

利
率
は
、
さ
ら
に
低
い
利

率
へ
。（
現
行
3.0
％⇒

1.5

％
程
度
）

・
そ
の
他
貸
付
制
度
の
貸

付
利
率
は
、
政
府
系
金
融

機
関
特
別
利
率
等
を
考
慮

し
た
利
率
へ
。

４
・
そ
の
他

①
全
納
減
額
金
の
減
額
割

合
の
変
更

掛
金
を
前
納
し
た
と
き

に
前
納
し
た
月
数
に
応

じ
て
割
り
引
か
れ
る
前

納
減
額
金
に
つ
い
て
、
平

成
16
年
４
月
以
降
に
前

納
さ
れ
た
掛
金
に
係
る

前
納
減
額
金
の
減
額
割
合

が
、
１
０
０
０
円
分
の
2.1

か
ら
１
０
０
０
分
の
0.9
へ

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②
短
期
掛
金
区
分
に
係
る

現
在
、
解
約
手
当
金
の
算

定
に
お
い
て
、
納
付
月
数

12
月
未
満
の
短
期
掛
金
区

【現行】                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【改正後】
基本共済金の額 (掛金月額が 10,000 円の場合 ) 

掛金総額 A共済金 B共済金

⇒
A共済金 B共済金

60 月 600,000 円 652,600 円 635,600 円 621,400 円 614,600 円

120 月 1,200,000 円 1,430,000 円 1,351,600 円 1,290,600 円 1,260,800 円

180 月 1,800,000 円 2,356,000 円 2,158,400 円 2,011,000 円 1,940,400 円

240 月 2,400,000 円 3,458,000 円 3,078,000 円 2,786,400 円 2,658,800 円

360 月 3,600,000 円 5,737,200 円 5,294,000 円 4,348,000 円 4,211,800 円

掛金納付月数 支給割合

｝※注 1
掛金納付月数 支給割合

｝※注 2
12 月以上 84月末満 80.00% 246 月以上 252月未満 100.25%

84 月以上 90月未満 80.50% : :

90 月以上 96月未満 81.25% 300 月以上 306月未満 102.50%

96 月以上 102月未満 82.00% : :

: : 474 月以上 480月未満 109.75%

240 月以上 246月未満 100.00% 480 月以上 ※注 3

分
に
つ
い
て
は
「
掛
け
捨
て
」
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
他
の
掛
金

区
分
が
12
月
以
上
あ
れ
ば
掛
金
納

付
月
数
が
12
月
未
満
の
掛
金
区
分

で
あ
っ
て
も
掛
け
捨
て
と
は
な
ら

な
い
い
よ
う
解
約
手
当
金
の
算
定

の
方
法
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

③
資
産
運
用
責
任
の
明
確
化
等

小
規
模
企
業
共
済
制
度
を
よ
り
安

全
で
効
率
的
に
運
用
す
る
た
め
、

中
小
企
業
総
合
事
業
団
は
資
産
運

用
に
関
す
る
基
本
方
針
を
作
成
し
、

当
該
基
本
方
針
に
沿
っ
て
運
用
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、事
業
団
役
員
の
法
令
遵
守
・

忠
実
義
務
な
ど
が
規
定
さ
れ
、
資

産
運
用
責
任
の
明
確
化
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
法
の
改
正

　
　
　
　
　
　

〜
知
っ
て
お
き
た
い
改
正
点
〜

特 集

パートタイム助成金とは
　パートタイマーの雇用管理の改善のための計画を作成し、その計画に基づきパ
ートタイマーに対して改善計画を実施する中小事業主に対して支給されます。

【受給のポイント】
　次の要件を満たし、都道府県労働局長の指定を受けること
　　（１）労災保険および雇用保険に加入していること
　　（２）パートタイマーの雇用管理の改善等への意欲を持っていること
　　（３）労働者数はおおむね１０人以上（うち、パートタイマーが５人以上）であること
　　（４）改善計画で、助成金支給項目のうち３つ以上の制度を新たに設けること
　　（５）措置を労働協約または就業規則に規定し、当該措置の実施に係わる経
　　　　　費を負担すること

【受給できる金額】
(1) 改善計画作成経費
中規模事業主　（３０人以上）　　　　　１５万円
小規模事業主　（２９人以下）　　　　　２０万円

助成金支給項目

雇入時健康診断

定期健康診断

人間ドック

生活習慣病予防検診

講習の実施

保険・共済

通勤に関する便宜供与

キャリアアップ制度整備

中規模

２,４００円

２,４００円

３,５００円

１,３００円

１,４００円

４,０００円／年間

８,６００円／年間

１２０,０００円

小規模

３,６００円

３,６００円

５,２００円

２,０００円

２,１００円

６,５００円／年間

１２,４００円／年間

１５０,０００円

（２）雇用管理改善実施経費　　　　　　１人当りの金額

※　助成期間は３年です。
※　キャリアアップ制度は１回のみ
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No.36

る
中
で
の
経
済
活
性
に
対
す
る
広

域
連
携
事
業
の
方
向
性
や
部
員
の

拡
大
に
対
す
る
他
単
会
の
考
え
な

ど
を
語
り
合
う
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
青
年
部

で
は
今
後
も

他
単
会
と
の

交
流
か
ら
事

業
の
活
性
を

図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

２
月
１
日
㈰
に
八
千
代
市
民
会

館
で
千
葉
県
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会
第
３
区
（
習
志
野
、船
橋
、

佐
倉
、
八
千
代
）
の
広
域
連
携
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
井
重
行
氏
（
㈱
オ
ー

エ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代

表
取
締
役
会
長
）
に
よ
る
「
私
が

考
え
た
モ
ノ
づ
く
り
と
サ
ー
ビ
ス
」

の
講
演
の
後
、
３
区
青
年
部
の
メ

ン
バ
ー
で
今
後
助
成
金
が
減
少
す

青
年
部
だ
よ
り

◇
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

青
色
申
告
を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人

事
業
者

◇
対
象
と
な
る
資
産
お
よ
び
設
備

電
子
計
算
機
、
デ
ジ
タ
ル
複
写

機
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
lC
カ
ー
ド
利

用
設
備
、デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
設
備
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
設
備
、
ル
ー

タ
ー
・
ス
イ
ッ
チ
、
デ
ジ
タ
ル
回
線

接
続
装
置
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

◇
税
制
特
例
の
概
要

対
象
設
備
の
取
得
価
額
に
対
ず
る
税

額
控
除
10
％
ま
た
は
特
別
償
却
50
％

を
選
択
適
用
（
国
内
に
あ
る
事
業
の

用
に
供
ず
る
場
合
に
限
る
）

【
税
額
控
除
制
度
】

当
期
に
支
払
う
べ
き
税
額
か
ら
一
定

割
合
を
控
除
ず
る
制
度

〈
取
得
の
場
合
〉
取
得
価
額
×
10
％

〈
リ
ー
ス
の
場
合
〉
リ
ー
ス
費
用
総

額
×
60
％
×
10
％

【
特
別
償
却
制
度
】

対
象
と
な
る
設
備
等
に
つ
い
て
、
事

業
の
用
に
供
し
た
最
初
の
事
業
年
度

に
お
い
て
、
そ
の
資
産
の
取
得
価
額

の
一
定
割
合
を
普
通
償
却
に
加
算
し

て
償
却
で
き
る
制
度

◇
税
制
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
留

意
点

⑴
取
得
価
額

本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
、
対
象
設
備

等
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
下
記
の
金

額
以
上
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〜
対
象
事
業
者
〜

●
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

資
本
金
３
億
円
以
下
70
万
円
以
上
、

資
本
金
３
億
円
超
600
万
円
以
上

●
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
以
外

140
万
円
以
上
、
600
万
円
以
上

※
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
算
定
。

⑵
リ
ー
ス
税
額
控
除
に
つ
い
て

〜
対
象
事
業
者
〜

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
以

外
、
資
本
金
３
億
円
以
下
100
万
円
以

上
200
万
円
以
上

※
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

ご
と
に
、そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
、

新
た
に
契
約
し
た
リ
ー
ス
費
用
の
総

額
の
合
計
額
で
判
断
。

対
象
リ
ー
ス
資
産
：
リ
ー
ス
契
約
期

間
が
４
年
以
上
か
つ
リ
ー
ス
資
産
の

耐
用
年
数
以
下

⑶
適
用
期
問

平
成
15
年
１
目
１
日
か
ら
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
の
取
得
等（
３
年
間
）

（
平
成
15
年
４
月
１
日
以
降
に
終
了

す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
適
用
）

⑷
注
意
事
項

・
中
古
品
は
対
象
外

・
税
額
控
除
額
は
、
法
人
に
つ
い
て

は
法
人
税
額
の
20
％
、
個
人
に
つ
い

て
は
事
業
所
得
に
係
る
税
額

の
20
％
を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、

超
過
分
に
つ
い
て
は
１
年
に
限
り
繰

り
越
ず
こ
と
が
可
能
（
繰
越
制
度
）

・ 

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
と
も
に
、
費
用

で
処
理
ず
る
も
の
、
一
括
償
却
資
産

と
し
て
３
年
均
等
償
却
を
行
う
も
の

は
適
用
外
。

・
本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
機
器

等
に
つ
い
て
は
、
他
の
特
別
償
却

制
度
等
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

平
成
15
年
度
税
制
改
正

   

IT
投
資
促
進
税
制
の
ご
紹
介

    

〜
一
定
の
lT
関
連
設
備
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
導
入
さ
れ
た
場
合
の
税
制
特
別
措
置
〜

で
き
な
い
。

・
付
属
装
置
（
プ
リ
ン
タ
、
モ
デ

ム
等
）
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
購

入
し
て
も
本
制
度
の
適
用
対
象
と

な
ら
な
い
。

⑸
手
続
き

・
確
定
申
告
書
等
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
特
別
控
除
や
償
却
額
の
計
算

等
に
関
す
る
明
細
書
を
添
付
し
た
上

で
税
務
署
に
申
告
し
ま
す
。

・
取
得
等
を
し
た
設
備
等
に
つ
い
て
、

そ
の
性
能
、
取.

得
価
額
等
を
立
証

で
き
る
資
料
の
保
存
が
必
要
。

◇
具
体
例

資
本
金
１
０
０
０
万
円
の
Ａ
社
の

場
合

パ
ソ
コ
ン
等　

取
得
300
万
円

ソ
フ
ト　
　
　

取
得
60
万
円

　
　
　
　
　

リ
ー
ス
250
万
円

（
５
年
リ
ー
ス
、
50
万
円
／
年
）

【
税
額
控
除
を
利
用
し
た
場
合
】

・
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
取
得
（
300
万
円≧

140
万
円)

税
額
控
除
額
：
300
万
円
x10
％=

30
万
円

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
取
得
（
60
万
円≦

70
万
円
）

適
用
外

・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
リ
ー
ス
（
250
万
円

≧

100
万
円)

税
額
控
除
額
：
250
万
円
×
60
％
×
10

％=

15
万
円

☆
30
万
円+

15
万
円=

45
万
円

45
万
円
の
税
額
控
除
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
関
税
務
署
☎
０
５
７
５

（
22
）
２
２
３
３　

ま
で

新習志野駅前商店会設立
　ＪＲ新習志野駅地区に新しく新習志野駅前商店
会が設立（会員 34 名・会長㈱ミスターマックス
新習志野店　店長　榎本郁夫氏）され、平成 15
年 12 月 11 日午後２時よりミスターマックス新習
志野店において来賓の出席を得て盛大に設立総会
が開催されました。
　この地区は、最近急速に商業集積がなされてお
り、習志野市の商業の核として発展が期待される
地域です。
　同商店会ではコーポレート・シチズン（企業市
民）として習志野市に市民権を得ると共に、地元
にファンを定着させ、生活者に思いやりを感じて
いただき、地元に密着を図るべく、イベント等の
事業を展開していく予定です。
　今後の商店会の繁栄をご期待いたします。

ィ
ー
事
業
で
得
た
収
益
金
を
積
立

て
、
市
内
福
祉
に
寄
付
を
す
る
な

ど
を
し
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
専
用

ト
イ
レ
（
人
工
肛
門
・
膀
胱
者
用

カ
ウ
ン
タ
ー
洗
浄
台
）
を
寄
贈
し

て
お
り
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
福

祉
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

１
月
25
日
㈰
、
当
商
工
会
議
所

開
館
に
お
い
て
、
女
性
会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
近
隣

地
域
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
を
中
心

に
１
０
０
名
以
上
の
社
交
ダ
ン
ス

愛
好
家
が
集
ま
り
大
変
盛
況
の
ま

ま
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

女
性
会
で
は
毎
年
チ
ャ
リ
テ▲会場は大盛況でした

　インターネットを活用して、
平成 17 年 3 月の新規学卒者
を募集しませんか！
配信期間
  平成 16 年 4 月中旬 ( 予定 )
　　　～平成 16年 10月末
広告料＝20,000円(消費税込み)
締切り＝ 2 月 25日 ( 水 )
申込み＝電話、FAX にてお申
　　　　 し込みください。
問合せ
　習志野商工会議所
　　中小企業支援室　山野井

「千葉県内企業就職ガイド
ブック2005ホームページ」

参加企業募集

▲昨年 10月に寄贈したオストメイト専用トイレ

第
10
回 

女
性
会

 
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

当
所
で
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
よ
る
家
き
ん
肉
等
の
輸
入
停
止

処
置
に
よ
り
、
売
上
減
少
や
事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
て
い
る
会
員
事
業
所
等
に
対
し
、

早
期
に
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
相
談
窓
口
」

を
２
月
10
日
よ
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、
融
資
相
談
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
派
遣
に
よ
り
相
談
事
業
者

を
支
援
い
た
し
ま
す
。
お
早
目
の
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　

お
問
合
せ　

習
志
野
商
工
会
議
所 

中
小
企
業
支
援
室　

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
特
別
相
談
窓
口
」
を
設
置
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19
世
紀
半
ば
か
ら
２
０
０
０
年

ま
で
、
日
本
、
米
国
、
中
国
の
３

カ
国
を
、
人
口
の
伸
び
率
が
高
い

順
に
並
べ
る
と
、
人
口
が
11.9
倍
に

な
っ
て
い
る
米
国
、
4.2
倍
の
日

本
、
3.1
倍
の
中
国
と
い
う
順
番
に

な
る
。
統
計
の
制
約
か
ら
日
本
は

１
８
４
７
年
、
米
国
は
１
８
５
０

年
、
中
国
は
１
８
４
０
年
で
比
較

し
て
い
る
が
、
も
し
同
一
年
に
合

わ
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
大
き
な
違

い
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
１
９
５
０
年
か
ら
の
20

世
紀
後
半
で
は
ど
う
か
。
今
度
は

中
国
2.3
倍
、
米
国
1.8
倍
、
日
本
1.5

倍
と
な
る
。
中
国
は
人
口
が
大
変

な
勢
い
で
伸
び
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
は
そ
れ
は

20
世
紀
後
半
に
限
ら
れ
た
現
象
な

の
だ
。

　

１
９
５
０
年
代
、毛
沢
東
は
「
人

口
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
中
国
の

武
器
に
な
る
」と
の「
人
口
資
本
説
」

を
唱
え
、
人
口
の
増
加
を
促
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
人
の
女
性
が
一
生

の
う
ち
に
何
人
の
子
を
持
つ
か
を

表
す
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
50
年

代
5.87
、
60
年
代
5.68
に
達
し
、
人
口

は
60
年
代
に
は
年
率
2.37
％
と
い
う

驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
伸
び
続
け

れ
ば
食
料
問
題
に
直
面
す
る
と
の

危
ぐ
か
ら
、
中
国
は
79
年
、
い
わ

ゆ
る
「
一
人
っ
子
政
策
」
を
打
ち

出
し
、
そ
の
人
口
政
策
を
180
度
転

換
し
た
。
そ
れ
以
降
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
急
速
に
低
下
し
、
中
国

の
将
来
の
人
口
の
年
齢
別
構
成
が

鮮
明
な
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
な
る

こ
と
を
不
可
避
の
も
の
と
し
た
。

　

生
産
や
消
費
の
中
核
と
な
る
15

〜
64
歳
の
人
口（
生
産
年
齢
人
口
）

は
、
60
年
代
か
ら
80
年
代
ま
で
年

率
２
％
台
で
伸
び
て
い
た
の
が
、

90
年
代
に
1.2
％
ま
で
伸
び
が
鈍
化

し
、
２
０
２
０
年
代
に
は
マ
イ
ナ

ス
0.1
％
と
減
少
に
転
じ
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。
経
済
の
動
き
が
す
べ

て
人
口
動
向
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
と
は
い
わ
な
い
が
、
生
産
年

齢
人
口
が
90
年
代
後
半
か
ら
減
少

に
転
じ
て
い
る
日
本
の
悩
み
を
見

れ
ば
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

中
国
が
21
世
紀
前
半
に
経
済
規

模
で
、
日
本
は
お
ろ
か
米
国
を
も

抜
き
去
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、

米
国
の
生
産
年
齢
人
口
の
伸
び
率

は
、
現
在
、
中
国
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
２
０
１
０
年
代
以
降
は
完
全

に
中
国
を
上
回
る
見
通
し
だ
。
資

本
の
蓄
積
度
、
人
口
の
動
き
か
ら

推
し
て
、
日
本
は
さ
て
お
き
、
中

国
が
近
い
将
来
、
米
国
を
経
済
規

模
で
追
い
越
す
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

み
ず
ほ
総
合
研
究
所

　
　
　
　

執
行
役
員　

公
文　

敬

人
口
と
経
済
成
長　
ー
中
国
が
米
国
を
追
い
越
す
こ
と
は
な
い
ー

中小企業・時代を読み解くキーワード
（新シリーズ）

26
日
㈭

26
日
㈭

27
日
㈮

３
日
㈬

３
日
㈬

４
日
㈭

５
日
㈮

８
日
㈪

９
日
㈫

 

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

正
副
会
頭
会
議

 

（
10
時
〜 

会
議
所
会
館
）

第
71
回
常
議
委
員
会

 

（
11
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

 

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

情
報
戦
術
委
員
会

（
11
時
〜　

会
議
所
会
館
）

街
づ
く
り
戦
術
委
員
会

（
18
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

女
性
会
定
例
会

（
18
時
半
〜 

会
議
所
会
館
）

経
済
講
演
会

（
17
時
半
〜 

会
議
所
会
館
）

12
日
㈭

13
日
㈮

14
日
㈯

15
日
㈰

16
日
㈬

17
日
㈫

～
18
日
㈬

17
日
㈫

19
日
㈭

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
役
員
会

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

人
材
高
度
化
研
究
会

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

第
５
回
女
性
向
け
創
業
塾

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

〜
17
日
㈫
工
業
・
貿
易
振

興
会
合
同
視
察
（
沖
縄
県
）

決
算
・
申
告
指
導
会

（
10
時
〜 

会
議
所
会
館
）

女
性
会
移
動
例
会

（
ホ
テ
ル
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
し

お
さ
い
）

合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

（
18
時
〜　

会
議
所
会
館
）

建
設
業
部
会
役
員
会

（
11
時
〜　

会
議
所
会
館
）

青
年
部
定
例
会

（
19
時
〜　

会
議
所
会
館
）

商
業
部
会
役
員
会

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

第
106
回
簿
記
検
定
試
験

（
３
級
：
９
時
〜
、
２
級
：

13
時
〜
、サ
ン
ロ
ー
ド
６
階
・

京
成
電
鉄
労
働
組
合
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

 

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

 

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

財
形
事
務
代
行
制
度
普
及
推
進
会
議

 

（
11
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

 

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

青
年
部
セ
ミ
ナ
ー

 

（
18
時
〜　

会
議
所
会
館
）

決
算
・
申
告
指
導
会

19
日
㈭

20
日
㈮

22
日
㈰

23
日
㈪

24
日
㈫

24
日
㈫

25
日
㈬

26
日
㈭

26
日
㈭

所得税決算と確定申告指導会
２月１６日㈪から無料相談会
　習志野商工会議所・中小企業支
援室では、下記の通り「決算・確
定申告指導会」を開催します。
　税理士の先生によるきめ細かな
指導を受けられます。また、消費
税の改正に伴う、消費税申告相談
も同時に行いますので、ご都合の
よろしい日時にお越し下さい。
　なお、収入金額、仕入れ金額及
び必要経費の計算は、各自で済ま
せてからご持参下さるようお願い
します。
日時　２月 16 日㈪、23 日㈪、
　　　24 日㈫、25 日㈬、26 日㈭、
　　　27 日㈮　
　　　３月４日㈭、５日㈮、11日㈭、
　　　12 日㈮
場所　習志野商工会議所
問　　習志野商工会議所中小企業支援室
　　　☎ 452-6700

実践！中・上級起業セミナー
　女性に対し、働き方の選択肢の
一つである起業について、女性起
業家の具体例を聞きながら思いを
形にします。
日時　2/18 ㈬・25 ㈬
　　　3/3 ㈬
　　　13：00 ～ 19：00
　　　（3/3 ㈬のみ 10：00 ～ 18：00）
コーディネーター　田村 真理子　
日本ベンチャー学会事務局長
　　　 （ゲストスピーカー有り）
対象　“絶対に起業したい”とお考

えの女性
費用　6,300 円（資料代、税込み）

予約後、指定の口座にお振
込みください。恐れ入りま
すが振り込み手数料はご負
担ください。

定員　30 名
振込先　郵便口座　00120-9-147386
　　　加入者名　女性と仕事の未来館
問　　女性と仕事の未来館
　　　　能力発揮事業担当
　　　　☎ 03-5444-4151

インフォ
   メーション

『あじさい共済』加入事業所　特別企画

南房総日帰りツアー
  　　　　　　　　　　他 プレゼント

★プレゼント商品
①バスで行く南房総日帰りツアー（20組　40名）
　日時 2004 年 3月 14日㈰　8:00 am集合～ 5:30 pm解散
②活きじめ急速冷凍車えび（15名）
③ふぐちり鍋セット（15名）
④鹿児島さつま揚げセット（30名）

★対象＝あじさい共済加入事業所
★申込方法＝返信用はがきに
　　欲しい賞品の番号・郵便番号・住所・事業所名・代表者名・電話番号を記入の上、
投函して下さい。（当所発送の返信用はがきのみ有効）１事業所１通まで。

★締切＝平成 16年２月 20日㈮必着
★発表=当選事業所の皆様には、通知をするとともに、商工習志野３月号（3／
10）紙面上に掲載いたします。(応募多数の場合は厳正なる抽選の上、決定さ
せていただきます )

■保障の範囲と月額掛金
月額掛金

保障の範囲

障害給付金不慮の事故による

入院給付金

病気死亡・高度障害保険金

（５日以上120日限度）

災害死亡・高度障害保険金
（病気死亡・高度障害保険金を含む）

病気による入院見舞金
（10日以上年１回）

事故による通院見舞金
（10日以上年１回）

結婚祝金
（加入後１年以上）

出産祝金
（加入後１年以上・配偶者含む）

職場内外の事故、
交通事故、風水害、
火災の偶発的な
外来の事故

Ａコース Ｂコース Ｃコース Ｄコース
1,700円 2,550円 3,400円 4,250円

特別コース
850円

400万円 600万円 1,000万円800万円 200万円
200万円 300万円 400万円 500万円 100万円
140万円
　～20万円

210万円
　～30万円

280万円
　～40万円

350万円
　～50万円

70万円
　～10万円

１日につき
3,000円

10,000円 15,000円 20,000円 25,000円 5,000円

10,000円

10,000円

10,000円

30,000円

30,000円

15,000円 20,000円 25,000円

15,000円 20,000円 25,000円

15,000円 20,000円 25,000円

5,000円

１日につき
4,500円

１日につき
6,000円

１日につき
7,500円

１日につき
1,500円

習
志
野
商
工
会
議
所
独
自
の
制
度

この制度のすべての給付金は、他の傷害保険、各種社会保険の
給付等に関係なくお支払いいたします。（　　　　　　　　　　　　）

会
議
・
事
業
予
定

　
　
　
　

２
月
〜
３
月
上
旬

問　合　せ
　当所経営室及びアクサ生命保険㈱　（習志野商工会議所内）

☎（４５２）６７００ まで 
ホームページ  http://www.axa.co.jp

　あじさい共済ご加入事業所の皆様を対象に日帰りツアーを始め下記
賞品を 80 事業所 100 名の方々にプレゼントいたします。ご夫妻で、
ご家族で、職場のお仲間で、ご応募下さい。

中　

旬

下　

旬

３　

月



な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い  

顧
問
弁
護
士   

渡
辺　

惇
先
生 　

☎
（
４
７
２
）
０
９
１
１

商 工 習 志 野 第２０３号（６）

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
競
業
避

止
義
務
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
す
か
。
ど
ん
な
企
業
に
も
、

競
業
他
社
に
知
ら
れ
た
く
な
い

経
営
上
の
企
業
秘
密
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
自
社
の
大
切
な
顧

客
名
簿
で
あ
っ
た
り
、
取
引
先

企
業
の
名
簿
で
あ
っ
た
り
、
技

術
上
の
極
秘
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
従
業
員
は
各
々

の
地
位
や
職
種
に
よ
り
、
そ
れ

ら
の
企
業
秘
密
を
知
り
う
る
立

場
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た

企
業
秘
密
を
利
用
し
て
、
在
社

中
は
も
と
よ
り
、
退
職
後
も
一

定
期
間
は
競
業
行
為
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
、
と
す
る
特
約
を

定
め
た
も
の
が
「
競
業
避
止
義

務
」
で
す
。

　

終
身
雇
用
制
や
年
功
序
列
制

度
の
崩
壊
を
背
景
と
し
た
解
雇
、

転
職
等
の
増
大
に
よ
り
、
こ
の

競
業
避
止
義
務
違
反
事
件
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
元
い
た
従
業

員
に
よ
る
退
職
後
の
競
業
行
為

は
、
自
社
に
多
大
な
損
害
を
与

え
る
だ
け
に
、
事
業
主
と
し
て

は
退
職
金
も
払
い
た
く
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
そ

う
し
た
競
業
避
止
義
務
の
特
約

は
、
就
業
規
則
等
の
規
定
類
に

明
記
し
て
お
か
な
い
と
、
法
的

効
力
が
発
生
し
な
い
の
が
原
則

で
す
。
企
業
秘
密
の
防
衛
上
か

ら
も
、
就
業
規
則
の
見
直
し
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誌
上
セ
ミ
ナ
ー
⑨

　
　

労
働
基
準
法
理
解
の
為
に
Ⅴ　
〜
就
業
規
則
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
保
険
労
務
士　

島
田　

隆
司

平成１６年２月１０日発行

婦人服工房　サンプク
津田沼５－３－８
☎４５２－２７５１
営業時間：１0時～ 18時 30分
定休日：日祭日・火曜日
【概要】ファッション界の第一人者奥田幸先生
の下で修行し、百貨店で受注した著名人の洋服
をも数多く手掛ける経験を経た後に昭和 61年
開業。
　オーダーメイド婦人服・ファッションリフォー
ムの受注縫製及び婦人服地・洋品雑貨の販売など。

【特色】目先の流行に左右されない「正統派商品」の提供がモットー。
オーダーメイドの服には 5つの楽しみがあります。1つ目は豊富な生地の中か
らお好きな色・柄を選ぶ楽しさ。2つ目はデザインにあれこれと夢を膨らませ
る楽しさ、3つ目は仮縫いの楽しさ、4つ目は出来上がりを待つ楽しさ。5つ目
は充たされる至福の楽しさ。
　サイズがピッタリ合った着やすさと仕立の
良さが口コミで広がり質の良いオンリーワン
「私だけの一着」を作ろうと様々なお客様が
サンプクを利用しています。一度足を運んで
みてはいかがですか。
　なお、サンプクでは関連会杜の横浜サンプ
ク、フレンツェのイタリアサンプクが企画製
造販売しているイタリア製オリジナル商品バ
ーゲンをお得意様限定で年 2回開催してい
ます。
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会員紹介　No.180

あの店 この工場
㈲ 高山写真館

津田沼１－２－ 11
☎４７２－３２００
営業時間：９時～ 19時
定休日：火曜日
【概要】15歳の頃から写真の仕事に携わり、その関係でこの
店に行き来をするうちに先代に気に入られてお店を引き継い
でから 17年。現在では各出張写真・館内撮影・デジタルプ
リントDPE・カメラ修理から写真に対するご相談など写真
に関することならば何でも行う写真業のエキスパート。

【特色】新しい機械を導入し、これまでメーカーに出していたものを処理するこ
とが可能になり、時間の短縮・発想の広がりが可能になった同社。
　どこで撮っても、買っても同じではないことをお客様に実感してもらいたい
と日々技術の向上を考え、常にその時の最高の写真を提供しお客さんの思い出
作りのお手伝いを行っています。
　技術もさることながら、人と人とのつながりを大切に、明るいお店作りをモ
ットーにして、地域の皆さんとのコミュニケーション大切にするお店です。
　3月には卒業式シーズンを控え、同社ではシ
ーズン中の開店を早朝のAM6～７時に設定し
( 要予約 )、卒業写真の撮影を受け付けるとの
ことです。

　お買い物の際に本誌をご持参された方にフィ
ルムを 1本プレゼント (100 本限定 )
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㈲ 肉の丸越
津田沼４－１－ 20
☎４５２－８６５９
営業時間：９時～ 19時
定休日：日曜日、祭日
【概要】津田沼商店街の中ほどにある肉
屋さん。25 年ほど前にこの場所に開業
し現在に至っています。精肉、惣菜の販
売をメインに行っており、中でもお惣菜
の味にはご主人も自信を持っています。

主婦の方々が多く利用し、夕食のおかずに買っていかれる方が多いそうですが、
これからは若い方にもぜひ味わっていただきたいといいます。
【特色】一番人気の商品はコロッケで、その味は長年培ってきた技術で最高の味
を引き出し、外がカラッと中身は非常にジューシーで、時間がたってもおいし
くいただけます。
　お惣菜はお電話にてご予約をいただければ、ご指定の時間に揚げたてをご用
意していただけるそうです
　また精肉は新鮮さも自慢。100％国産肉
であるだけでなく正しい商品管理のもと
「安全・安心」な商品をお届けしています。
　一人暮らしをする学生さんにもホッとす
る味と品揃え。ぜひ一度ご賞味ください。

　お買い物をされた方で本誌をご持参の方
は唐揚げ（5つ入り）をお付けいたします。
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◎
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て
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掲
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を
希
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す
る
会
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の
方
は
、
当
所
中
小
企
業
支
援
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ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


